
議案第１０号

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例を次のように制定す

る。

令和３年９月１５日提出

大網白里市長 金 坂 昌 典

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例

職員の特殊勤務手当に関する条例（昭和３７年条例第４号）の一部を次のよ

うに改正する。

第３条第１１項中「理学療法士」を「理学療法士、作業療法士」に改める。

第７条中「関して」を「関し」に改める。

附則第４項中「職員」の次に「（次項において「職員」という。）」を加える。

附則第５項を次のように改める。

５ 前項に規定する感染症対応手当の額は、次の各号に掲げる業務の区分に応

じ、それぞれ当該各号に定める額とする。

(1) あらかじめ指定する職員が行う新型コロナウイルス感染症の入院患者に

接する業務 日額６，０００円

(2) 患者等（新型コロナウイルス感染症の入院患者を除く。）に長時間接す

る業務又は前号に規定する職員以外の職員が行う患者等の身体に接触する

業務 日額４，０００円

(3) 前各号に掲げる業務以外の感染症対応業務 日額３，０００円

別表保健衛生事務に従事する職員の特殊勤務手当の項放射線取扱作業手当の

目中「第３条第８項第２号」を「第３条第９項第２号」に改め、同項機能訓練

作業手当の目中「理学療法士 言語聴覚士」を「理学療法士 作業療法士 言

語聴覚士」に改める。

附 則

この条例は、令和３年１０月１日から施行する。ただし、附則第４項及び第

５項の改正規定は、同年９月１日から適用する。


